
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

川口 和都(かわぐち わと)

ソラリス
オルクス

何でも屋

22

償い

兄弟

嫌悪

絶縁

探偵

男性

33

忘却

0
1
2
5

1
0
0
0

0
0
0
0

1
1
2
5

24
7
7
12
24

6
1 1 1

噂話 1

聖剣の王者 白兵 5r+6 7 15 マイナーアクション使用でメインプロセスに行う攻撃のC値-2(下限4)、1シナリオ1回。暴走時、攻撃不可

0 0

遺産継承者(レガシー)
川口  三陽(かわぐち みよ)
門多 律(かどた りつ)
木島 龍二(きじま りゅうじ)

尊敬
友情
懐旧

悔悟
無関心
脅威

ウェポンケース
コネ:手配師

コネ:情報収集チーム
エンブレム:デリバリー
思い出の一品:パスケース

12 6

ワーディング

リザレクト

コンセントレイト:オルクス

ディストーション

王者の声

腐食の指先

タブレット

多重生成

メモリー

メモリー

声無き声

地獄耳

★

0

2

1

3

1

3

1

★

★

★

★

-

1d10

2

2

4

2

2

3

オート

気絶時

メジャー

メジャー

メジャー/リアクション

メジャー

オート

オート

視界

-

シーン

自身

自動

自動

シンドローム

白兵

社会

白兵

-

↓100

リミット

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

C値-Lv

【社会】で判定

ダイス[Lv+2]個、1シナリオ3回

命中時にシーン間、対象の装甲-[Lv×5]

組み合わせたソラリスエフェクトの射程を視界へ変更。1シーンLv回

タブレットと同時に使用。組み合わせたソラリスエフェクトの対象を[Lv+1]体へ変更。

対象:川口 三和(かわぐち みと)　

対象:木島 龍二(きじま りゅうじ)　

N市にある探偵事務所で私立探偵として働いている青年。オーヴァード向けの何でも屋も兼業しており、収入の割合はこちらの方が多い。
学歴は高卒。特にアパート部屋などを借りている事は無く、探偵事務所の部屋で寝泊まりをしている。
6歳の時に両親が離婚し、それ以来は母子家庭で育った。女手一つで自分を育ててくれた母親には感謝と尊敬をしている一方、父親の事は嫌悪しており現在は絶縁
している。弟が居たが、18年前に死別している。
普段は冷静であるものの、たまに真顔で頓珍漢な事を口にする。本人は至って真剣である。何故か動物を『畜生』と呼ぶ。

【戦闘スタイル】
領域内の空間を歪め、振るった剣の斬撃を遠くの敵に当てる。
敵から見れば、いきなり自分の目の前に斬撃が現れたかのような錯覚に陥る。

【家族構成】
母親
(過去の家族構成は母親/父親/弟)

【過去】
18年前、4人家族で訪れたデパートで大規模な爆発事故に巻き込まれた。
自身は軽傷で済んだが、まだ赤ん坊だった弟は死亡し、母親は大怪我を負って身体に消えない傷が残ってしまった。
父親は異変が起きたと知るや否や、赤ん坊だった弟を置き去りにして逃げ出した為、無傷。この行動が後に和都が父親を嫌悪する原因となる。
当時4歳だった和都は弟を助けようと無謀な行動をしてしまい、大怪我をしかけた所を母親に庇われた。
弟を助けられなかった事、自分の行動が原因で母親に大怪我を負わせて消えない傷を残してしまった事への後悔から覚醒し、オーヴァードとなる。
その後、UGNによって保護された。母親と一緒にいたいと望んだ事でUGNチルドレンではなく、UGNイリーガルとしてレネゲイドの存在を隠しつつ力の制御を学
んでいく事となった。
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